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 ࡟ࡵࡌࡣ

かつて私たちは、聴きたい音楽を聴くには、レࢥードを㉎ධするかテレࣅやラ࢜ࢪからὶれてくる

音楽を聴く方法しかなかった。音楽を録音するには、࣐イࢡと大きな࢜ーࣉンリーࣝのテーࣉレࢥー

ーを準備してᡭ㛫と時㛫をかけなければならなかった。一⯡ᐙᗞでは、なかなか行えることではなࢲ

かった。その後カセッࢺテーࣉレࢥーࢲーができ、誰でもᡭ㍍に「録音࣭෌生」ができるようになっ

た。おかげで、生άの୰でḷや₇奏などを録音して聴く機఍がቑえ、音楽は私たちの㌟近なᏑᅾとな

った。あれから༙ୡ⣖௨ୖたち、少子㧗㱋໬、㧗度᝟ሗ໬、౯್ほのከᵝ໬など♫఍᝟ໃは大きくኚ

わり、᝟ሗ通信ᢏ⾡もめࡊましい発㐩をとげた。音楽における音㸦音楽㸧⎔ቃも௨๓とẚ࡭ようもな

いほどኚ໬した。ࢥンࣗࣆーࢱーやインࢱーࢿッࢺのᬑཬにより、私たちはいつでもどこでもだれで

もᡭ㍍に音楽に㛵わることができるようになった。ᡭにධれた₇奏の音楽᝟ሗ㸦₇奏⪅、₇奏ᙧែ、

₇奏場ᡤ、録音ᖺ᭶᪥など㸧もྠ時に▱ることができるのである。このようにࢥࢯࣃンやᦠᖏ㟁話な

どが㸯ྎあれば、⡆༢に音楽と㛵わることのできる時௦となったのである。おかげで、私たちは、ᐙ

にᒃながらにして聴きたい音楽を聴くことができ、ࢥンサーࢺ఍場に行かなくても、ᫎീとともに見

たり聴いたりすることができる。また、取りධれた音楽を฼⏝して、私たちは、「ḷう」「₇奏する」

「㋀る」「音楽をつくる」こともできるようになったのである。また、௒どきのカラࢣ࢜ᗑに行けば、

ࡺ₇ḷ、᠜࣓ࣟはもちろんのこと、❺ㅴ、ၐḷ、こどものうた、合ၐ᭤など、ありとあら、ࣉッ࣏�-

るࢪャンࣝの᭤が楽しめる。自ศに合ったㄪᛶやテン࣏をタᐃしḷうこともできる。ᗂඣからおᖺᐤ

りまでいろいろなᖺ௦の人が楽しむことができるのである。音楽は私たちの生άに、より一ᒙ㌟近な

Ꮡᅾとなった。 

子どもの生άを見ると、おもちゃ(音楽に㛵ಀするおもちゃ)一つとっても、᝟ሗ通信ᢏ⾡の発㐩に

より大きくኚ໬した。᫇ながらの素ᮔなおもちゃもあるものの、いまや㟁子⋵ලが୺ὶである。❺ㅴ
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や子どものḷがたくさん内ⶶされḷったり₇奏したりするおもちゃ、子ども(人㛫)と఍話するおもち

ゃ、子どもの話し声を▐時に聴き取り┿ఝをするおもちゃなど、௨๓では᝿ീもできないおもちゃが

開発され、子どもの㌟のᅇりにᏑᅾする。ᮏ物の楽器がなくても、それにఝた音を奏でるおもちゃの

楽器もあり、子どもはそのつくられた音をᙎいて遊んでいる。また、インࢱーࢿッࢺを฼⏝して子ど

もྥけの音楽やࢤー࣒を取り㎸み、子どもにそれらを୚えて遊ばせる㣴⫱⪅もከい。その⤖ᯝ、子ど

もたちは、ᐙにᒃながらにしてつくられた㸦㟁子㸧音やおもちゃからὶれる音楽にᅖまれて生άする

ことがከくなった。 

また、⾤では、あちこちのᗑから音楽がὶれ、私たちはዲむとዲまࡊるにかかわらず音楽を耳にす

る。それらの音楽は、気持ちを落ち╔つかせࡺったりとした気ศにさせてくれるものもあるが、㦁音

ともとれる大音㔞でにぎやかな音㸦音楽㸧がὶれるところもከい。このようなところで㛗時㛫㈙い物

をしている親子を見かけると、その子どもが聴ຊの␗ᖖを㉳こさないかとこちらが୙Ᏻになってしま

うほどである。私たちは、一Ṍᐙをฟるとこのような音㸦音楽㸧⎔ቃの୰でᬽらすことをవ൤なくさ

れている時௦でもある。 

このように、大人も子どもも༙ୡ⣖๓とはẚ࡭ようもない音✵㛫࣭音㸦音楽㸧⎔ቃの୰で生άをし

ている。ࢥンࣗࣆーࢱーを௓して音楽は一ᒙ㌟近になり౽฼になった。大人はいいとして、これから

ᡂ㛗していく子どもにᑐして、ᡭ㍍にᡭにධるからといってそのような音㸦音楽㸧にばかりᾐらせて

しまっていいのだろうか。このような時௦だからこそ、「ᗂඣ期の子どもたちに、௒ᮏᙜに必要な音

楽とは」をᨵめてၥい┤さねばならない。「子どもがᚰからឤ動しᚰにひびく音楽体㦂のできる音楽

表現とは」をၥいながらᣦᑟの工夫を⪃えたい。 

�� ᗂ⛶ᅬᩍ⫱せ㡿ࡢᨵゞ࡚࠸ࡘ࡟ 

ฑ੔̑̎೧ౕよΕրఙ͠れる幼கԄ教үགྷ྘が、ฑ੔̗̐೧݆̑̑̏ೖにޮࣖ͠れたɽ⼦どもたち
がາཔを切Ε୕き、ਕがਕとしてਫ਼きൊ͚たΌにචགྷなh ࣁ ʀ࣯೵ྙの̑ͯの஬ をɦ࣢にրఙ͠れたɽ
͠Δに、ͨれを͖֮なものとして⼦どもがਐに෉けるにͺ、h क体దʀଲ࿫దͲ਄いָ;ʱによるָ
;の࣯の޴৏が॑གྷͲあるとしたɽրఙのकなϛ΢ϱφとして、幼கԄ教үͺ、͞ れΉͲとಋ༹にh ؂
಍を⾏うࢨదに߻૱ຌとし、༣;を௪して⼦どもҲਕҲਕのಝ੓をಁΉえخを௪して⾏う教үʱをڧ
としたɽΉた、幼கԄ教үをָߏ教үの࢟ΉΕとして、h ਫ਼きるྙのેخʱをകうとしたɽh 幼கԄ教
үに͕いてүΊたい࣯ࣁʀ೵ྙの � ͯの஬ʱを۫体దにࣖし、教ү׈動સ体を௪してүΉれた࣯ࣁʀ
೵ྙの幼கԄर྅࣎の۫体దなࢡをʰ幼児غのशΚΕΉͲにүってΆしいࢡʱにࣖしたɽΉた、h 幼
ঘ、ঘ஦、஦߶といったָߏஊ֌ؔのԃ׊なંକ�幼ঘ஦߶教үのҲؑしたָ;のैࣰ� 、ɦh ਜ਼݆、Κ
Δべうたやఽ౹దな༣;などըがࠅやஏҮऀճに͕ける༹ʓなชԿやఽ౹に਎し΋�ఽ౹やชԿにؖ
する教үのैࣰ�ʱなどがकなϛ΢ϱφͲあるɽ͞れΉͲの教үͺ、h Ձをஎっている͖、ՁがͲきる
ようになった͖ʱを஦ৼにࢨ಍をߡえてきたɽ͞れ͖Δの教үͺ、ͨれをもとにしてʰஎっている͞
と、Ͳきる͞とをどう࢘う͖ 、ɦh どのように他ं�ऀճ�とؖΚΕ、よΕよいਫ਼׈をૻる͖ʱという೵
ྙを؜Όてߡえてい͖なけれͻなΔないとしたɽ                   
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     表�1   

 

�� 㡢ᴦ⾲⌧ࢆ㏻࡚ࡋồࡿࢀࡽࡵ㈨㉁ࡸ⬟ຊࡿ࡚⫱ࢆ 

私は、᪂ᗂ⛶園ᩍ⫱要㡿において音楽表現でồめられる㈨㉁࣭⬟ຊを、「ឤᛶをാかせ、௚⪅とᛮ

いを共有࣭ཷ容したり௚⪅と༠ാしながら表現を楽しんだり⨾しさをឤࡌたりできるຊ」であると⪃

える。図 1 は、音楽表現を通してᇵう「㈨㉁࣭⬟ຊ」を♧したものである。子どもは遊びを通して、

豊かな自↛や㌟近な⎔ቃの୰でさわったり聴いたり見たり࿡わったりするなどの体㦂や⤒㦂をする。

そこで、いろいろな気付きや発見をする。஬ឤをാかせて「きれいだな」「すてきだな」「楽しいな」

とឤ動する体㦂をከく⤒㦂することが、豊かなឤᛶの⫱ᡂにつながる。「ᛮい㸦ឤ動㸧」を௚のᗂඣや

ᩍᖌと共有したり、ཷ容したり共ឤしたりすることが大ษであり、その気持ちこそが「誰かにఏえた

い」という表現࡬のពḧや㛵ᚰに⧅がる。௚の子どもとともに༠ຊして表現ά動を行う過⛬において、

つくりあげるຊ㸦ᛮ⪃ຊุ࣭᩿ຊ࣭表現ຊのᇶ♏㸧や༠ຊするᚰ㸦学びにྥかうຊ、人㛫ᛶ㸧を、「ゝ

葉によるఏえあい」を通して⫱むのである。さらに、「できた」という㐩ᡂឤやᡂᑵឤ、事㇟や物事

にᑐする⌮ゎ、ḟ࡬の表現ά動のពḧなどのከくを学ぶことができるのである。 

 
�� 㡢ᴦ⾲⌧ࡿࡅ࠾࡟ᣦᑟࡢᕤኵ 

�ࡿ࡚⫱ࢆ⪥ࡃ⫈ ��� �

豊かな音楽表現を行うには、「聴く」こと、༶ち「聴く耳を⫱てる」ことがとても大事なά動

であることをᛀれてはならない。子どもたち(人)は、㞵の音、風の音、Ἴの音、Ỉ㐨の音、㊊音、

車の音、サイレン等ᩘえきれないᵝ々な生ά音にᅖまれて生άしている。それらの音は、ᙧと

してṧらない。音は、聞こえるとྠ時にᾘえてしまう。そのようなᙧとしてṧらない音や音楽

を素材として、ព㆑して音に耳を傾けᾘえཤってしまった音をイ࣓ーࢪしたり、௚⪅と音を共

有したりするά動が音楽表現である。子どもたちには、「きれいな音だね！もっと聞きたいな。」

「これはごつごつしたかたそうな音だ！」「この音は、ࡩわっࡩわっだね!」など、聞こえた音か

らイ࣓ーࢪして音の㐪いやឤࡌに気付いたり、大きな音、ᑠさな音、㧗い音࣭పい音、ᰂらか

い音、◳い音、ࣆࢫードឤある音࣭ᚰᆅよい音࣭耳㞀りな音などに気付いたり…ᩘえきれない

ᮏ物の音にฟ఍わせたい。 

எࣟٶ;ٗ೵のخ
ે 

Ձをཀྵմしている͖�感ͣるʀ気Ͱ͚ʀΚ͖る� 
ՁがͲきるようになった͖�Ͳきる�  

൓இྙ、表、ྙߡࢧ
現ྙ౵のેخ 

ཀྵմしている͞とʀͲきる͞とをどう࢘う͖ 
 �えるʀ試すʀ⼯夫するʀ表現するߡ� 

ָ;に͖޴うྙ、ਕ
ؔ੓౵ 

どのように他ं�ऀճ�とؖΚΕ、よΕよいਫ਼׈をૻる͖�қཋ、ڢ௒
੓、ಕಛ੓、ऀճਫ਼׈とのؖΚΕなど� 

幼கԄ教үに͕いてүΊたい࣯ࣁʀ೵ྙの � ͯの஬ 
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遊びを通して 

 

 

 

 

             

 

                  

 

 

 

 

 

 

事౛㸯 

―生άの୰でᵝ々な音、ᙧ、Ⰽ、ᡭゐり、動きなどに気付いたり、ឤࡌたりするなどして楽しむー

【表現 内容(1)】                

聞こえてきた鳥や虫などの鳴き声や木の葉の揺れる音など、子どもたちがᬑẁព㆑していな

い音を取りୖげ、耳を傾け気付かせる。耳を澄ませて音をឤࡌる時㛫を、みんなと一緒に楽し

む。ほかにもたくさんの音がᏑᅾすることに気付き、その音をఏえ合い共有し合い音をឤࡌる

時㛫を楽しませる。

 

図�㸯【音楽表現を通してồめられる㈨㉁࣭ ⬟ຊを⫱てる】

 

学びに向かう力、人間性

感動体験！ 

きれい/すてき 

楽しい/うれしい/ 

やったぁ 

体験・経験 
五感を働かせて、さわる/

聴く/味わう/見る 

感動体験を他の幼児や 
教師と共有・受容・共感 

他の幼児と表現を工夫する。 

感じたことを工夫して伝える。 
௚のᗂඣやᩍᖌと表現を楽しむ 

ともに合わせつくりあげる力 協力し合う心

向上心 
達成感 
成就感 

さらなる意欲 

表現力 豊かな感性
自立心 

思考力 

共感など 
受容 共有

既存の知識・技能を生かして

創造力など 

豊かな感性 

伝
え
合
い 

 気付く 
感じる

 

思考力・判断力・表現力 知識・技能 

意欲・関心 

教えてあげたいな 
見せてあげたいな 

つくってみたいな 

わかった・できた 

事象や物事の理解 

―⼦どもが試⾏錯誤して表現を⼯夫する過程を⼤切にする― 
―⼦どもの表現をすべて受け⼊れ、表現しようとする気持ちを⼤切にする― 
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― 子どもたちが見つけた音 ― 
お隣の子どもの息づかい、くしゃみや咳、誰かの話し声、自動車が通り過ぎる音、救急車のサイレ

ン、飛行機の音、虫や鳥の鳴き声、草や木の葉が風に揺れる音、ドア(戸)が開いたり閉まったりす

る音、園舎から聞こえてくる先生や子どもの声、カーテンが開いたり閉まったりする音、物が落ち

た音、工事現場の音等々 

―実践記録より(抜粋)― 

Ｔ 「みんな！カナカナカナ(蜩の鳴き声)ってきこえるよ。」 

(先生はすごい発見をしたかのように大げさに) 

Ｃ1「えっ！」 

Ｔ 「シーッ。静かにしよう！耳を澄ませてよく聴いてみて。」(内緒話の声で) 

   Ｃ1「あっ、きこえるー！」(にっこりしてうれしそうに) 

Ｃ2「わたしもきこえるー。」(「私も見つけたよ」と自信たっぷりの気持ちで) 

   Ｔ 「すごいね。もう一度よく聴いてみよう。」 

(先生は、聞こえてくる音を遮らないように配慮して内緒話の声で。) 

Ｔ 「きこえてきたねぇ。あの『カナカナカナ』は、ヒグラシというセミの鳴く声だよ。ヒグ

ラシが鳴き始めると、これから少しずつ涼しくなって秋に近づきますっていう合図だ

よ。」(内緒話の声で) 

   Ｔ 「もう一度耳を澄ませてみましょう。ほかの音が聴こえるかな。」 

(内緒話の声で。体を止めて聴こうとする気持ちをもたせる) 

Ｃ3「ブゥ―って、車の音がきこえるよ。」 

  (子どもたちも、先生のように内緒話の声で 

話し始める。) 

Ｃ4「チチチチチチ！チチチチチチ！虫だよ。」 

Ｃ5「葉っぱがシャラシャラシャラって。」 

Ｔ 「ザザザザ。サラッサラッって。これも葉っぱだ。」… 

 

 

事例２ 

 ―いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ―【表現 内容(５)】  

それぞれの楽器のひびきに耳を傾け、音のリレー遊びをする。    

子どもたち一人に 1 つずつ楽器を準備し、自由に選ばせる。この時、楽器の取り合いになら

ないように配慮が必要！楽器が決まったら自由に鳴らしていろいろな音を見付ける。振る、こ

する、打つなどいろいろな奏法を工夫していろいろな音を見付ける。みんなにきかせてあげた

い音(鳴らし方)をみつけられるようにする。音(楽器)遊びを行った後、音のリレー遊びをする。 

子どもたちは、みつけた音

を聴き合い、共有し合って

音を楽しむ!! 
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ձ みんなの㢦が見えるように㍯になってᗙる。 

ղ 楽器を㡰␒に鳴らして音のリレー遊びをする。「๓の人の音がᾘえたら自ศの音

を鳴らしましょう。」 

ճ ᭱後の人の音がᾘえたらみんなで一ᩧに音を鳴らす。 

մ ᭱後の音がᾘえるまで、おしゃ࡭りしたり୙要な音をฟしたりしない。㡰␒をᏲ

ることを⣙᮰する。 

 

                         㸯␒が音を鳴らす。Ѝ㸯␒の音がᾘ

えたら㸰␒が音を鳴らす。Ѝ㸰␒の

音がᾘえたら㸱␒が音をならす。…

㸶␒の音がᾘえたら඲ဨで音を鳴

らす。音がᾘえるまでᚅつ。   

 

ͤ楽器は、ひびきが㛗く⥆くもの、短いものをΰࡐると楽しい。人ᩘがከい場合は、ྠ

 。楽器が」ᩘになってもよいࡌ

ひびきが㛗く⥆くもの…すず、ࢫレイࢺ、ࣝ࣋ーンチャイࢺ、࣒ライアングࣝ、㕲⍆

(༟奏⏝)、シンࣝࣂなど 

 ひびきが短いもの…カࢿࢱࢫッࢺ、シ࢙ーカー、ࢡラࢫ࣋、木⍆(༟奏⏝)、ࢱンブリ

ン、࣐ラカࢫなど 

ͤ音のฟるおもちゃや㌟のᅇりにあるものなどを౑っても楽しい。  

【ᣦᑟの࣏インࢺ㸫㸯】 

ձ ᬑẁ気づかなかった音、▱らなかった音を見付ける(発見する)ことは、子どもにとって楽

しいά動である。子どもが耳を傾けて見付けたりឤࡌたりした「音」とのฟ఍いを大ษに

する。 

ղ 子どもは、ྠࡌ音を聴いてもྠࡌようには聴いていない。ᖺ㱋や発㐩、生ά⤒㦂や体㦂な

どによって見方もឤࡌ方も㐪う。そのため、子どもの表現も一人一人㐪う。子ども一人一

人がឤࡌた「音」を大ษにし、そのイ࣓ーࢪをみんなで共有し合いឤࡌ合う。 

ճ 事౛ 1や事౛ �は⧞り㏉し行うことで、たくさんのいろいろな「音」のᏑᅾに気づいたり、

素材が奏でる音を楽しんだりすることができる。「音に耳を傾ける」ά動から自↛や物事、

楽器などに⯆࿡࣭㛵ᚰをもったり⌮ゎしたりすることができる。 

մ 音のきこえ方は、大人と子どもとは㐪うということをㄆ㆑してಖ⫱しなければならない。

大人は、音をききศけて࿘ᅖのฟ᮶事や音の風ᬒをᢕᥱしたり、必要な᝟ሗだけを取りධ

れたりしてききたい音を聴くことができる。しかし、ஙᗂඣは、ききたい音を選ぶことが

㞴しく、きこえてくる音の඲体をཷけ取って聞いている。ᖺ㱋がపいほど」ᩘの音から必

要な音を選んできくことがうまくできない。したがって、ᖺ㱋や一人一人の≧ἣによって

ၥいかけるゝ葉を選ばなければならない。「いろいろな音がきこえるよ。きいてみよう」と

ၥいかけるほうが見付けやすい子どももいるだろうし、「ࠐࠐの音がきこえてくるよ。きい

てみよう」とၥいかける方がいい子どももいる。子ども࡬のゝ葉かけをྫྷ࿡し、ᣦᑟにあ

たることがồめられる。  
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࣭࣭࣭ 
(さんはい) (さんはい) 

(�) 体でᢿをឤࡌよう 

  子どもは、動くことがዲきである。Ⰻくゝえばよく動くからά動ⓗ、ᝏくゝえばࡌっとするこ

とができない(ⱞᡭ)。動くことがዲきな子どもたちに、「動かない」時㛫を༑ศ࿡わわせることに

よって、動くことの楽しさを体ឤさせる。ḷをḷったり合奏したりするなどの表現をするうえで大

ษなᢿを、音楽をよく聴き耳をാかせてឤࡌさせる。 

事例㸱 
―ឤࡌたこと、⪃えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいたり、つくったりなど   
する―【表現 内容(㸲)】 
  子どもは、᭤に合わせて、「㸯 㸰 㸯 㸰 㸯 㸰…」と見ᮏを♧してあげれば、ୖᡭにၐえられ

る。しかし、「Ṍく」「ࢪャンࣉする」などᢿのὶれをឤࡌて体を動かすことになると、㏵➃にᢿ

を↓どした動きになってしまう。そこで、「動く」楽しさと「動かない」楽しさを⤌み合わせた

遊びを通してᢿをឤࡌさせる。 
ձ 子どもたちは、先生の「㸯 㸰 㸯 㸰…」の号௧に合わせてࢪャンࣉする。 

ղ ࢪャンࣉする時㛫は、子どものᵝ子によって㛗くしたり短くしたりしてኚ໬を持たせる。 

ճ 「はい࣏ーࢬ」の号௧で、༶⯆ⓗにカッࢥいい࣏ーࢬ㸦「動かない」㸧をする。࣏ーࢬの⣙

᮰は、体をࢱࣆッと止めて動かない、声をฟさない。඲ဨが体を止めて動かない時㛫を㸯

㸮㹼㸯５⛊㛫⛬度とる。㸦子どもの実ែに合わせて、もう少し㛗くてもよい。㸧 

մ 「さんはい」の号௧でࢪャンࣉを෌開し、ձղを⧞り㏉す。 

յ ࣏ーࢬは、㸯ᅇ㸯ᅇ㐪う࣏ーࢬをする。しかし、࣏ーࢬが見つからない子どもには、ྠࡌ

。をఱᅇしてもいいことにするࢬー࣏
 

ᐇ㊶グ㘓ࡾࡼ㸦ᢤ⢋㸧 
 Ｔ 「いろいろな࣏ーࢬできるかな㸽」 
Ｃ1 「できる。」 
Ｃ2 「できる。」 

    Ｔ 「࣏ーࢬができるの。すごいね。見せてほしいな。」 
       (子どもたちは、それぞれᛮいᛮいの࣏ーࢬをやって見せる。) 

Ｔ 「すごいねぇ。カッࢥいいねぇ。ࡌゃあ先生が『はい࣏ーࢬ』ってゝったら、カッࢥ 
いい࣏ーࢬをして見せてくれますか」 

    Ｃ3 「はい」 
    Ｔ 「ࡌゃあ始めましょう。はい࣏ーࢬ」 

㸦子どもたちは、ᛮいᛮいの࣏ーࢬをする。㸧」   
        Ｔ 「みんなすごいねぇ。㸯ᅇずつ࣏ーࢬをかえら   はい ࣏ー ࢬ (࣏ーࢬのጼໃ) 

れるかな。」 
Ｃ4 「はーい」 

    Ｔ 「はい ࣏ーࢬ (࣏ーࢬ)  はい ࣏ーࢬ (࣏ーࢬ) 㹼」 
                                   
 

 
 
 

 
7   「㸯 㸰 㸯 㸰 㸯 㸰に合わせて飛びましょう。」 

    7   「㸯 㸰 㸯 㸰 㸯 㸰…はい࣏ーࢬ！(動かない時㛫を楽しむ) さんはい 㸯 㸰  

㸯 㸰 㸯 㸰…はい࣏ーࢬ！…」(㐃⥆して行う)  
 

࠙ᣦᑟࢺࣥ࢖࣏ࡢ㸫２ࠚ 
ձ テン࣏を㏿くしたり㐜くしたりすることにより、ព㆑して「ᢿ」をとるようになるのでຠ

 子どもたちは体をࢱࣆッと止め、

「動かない時㛫」を楽しむ。 
2 ᢿ子をព㆑して 
 するࣉャンࢪ
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࣭࣭࣭ 
(さんはい) (さんはい) 

(�) 体でᢿをឤࡌよう 

  子どもは、動くことがዲきである。Ⰻくゝえばよく動くからά動ⓗ、ᝏくゝえばࡌっとするこ

とができない(ⱞᡭ)。動くことがዲきな子どもたちに、「動かない」時㛫を༑ศ࿡わわせることに

よって、動くことの楽しさを体ឤさせる。ḷをḷったり合奏したりするなどの表現をするうえで大

ษなᢿを、音楽をよく聴き耳をാかせてឤࡌさせる。 

事例㸱 
―ឤࡌたこと、⪃えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいたり、つくったりなど   
する―【表現 内容(㸲)】 
  子どもは、᭤に合わせて、「㸯 㸰 㸯 㸰 㸯 㸰…」と見ᮏを♧してあげれば、ୖᡭにၐえられ

る。しかし、「Ṍく」「ࢪャンࣉする」などᢿのὶれをឤࡌて体を動かすことになると、㏵➃にᢿ

を↓どした動きになってしまう。そこで、「動く」楽しさと「動かない」楽しさを⤌み合わせた

遊びを通してᢿをឤࡌさせる。 
ձ 子どもたちは、先生の「㸯 㸰 㸯 㸰…」の号௧に合わせてࢪャンࣉする。 

ղ ࢪャンࣉする時㛫は、子どものᵝ子によって㛗くしたり短くしたりしてኚ໬を持たせる。 

ճ 「はい࣏ーࢬ」の号௧で、༶⯆ⓗにカッࢥいい࣏ーࢬ㸦「動かない」㸧をする。࣏ーࢬの⣙

᮰は、体をࢱࣆッと止めて動かない、声をฟさない。඲ဨが体を止めて動かない時㛫を㸯

㸮㹼㸯５⛊㛫⛬度とる。㸦子どもの実ែに合わせて、もう少し㛗くてもよい。㸧 

մ 「さんはい」の号௧でࢪャンࣉを෌開し、ձղを⧞り㏉す。 

յ ࣏ーࢬは、㸯ᅇ㸯ᅇ㐪う࣏ーࢬをする。しかし、࣏ーࢬが見つからない子どもには、ྠࡌ

。をఱᅇしてもいいことにするࢬー࣏
 

ᐇ㊶グ㘓ࡾࡼ㸦ᢤ⢋㸧 
 Ｔ 「いろいろな࣏ーࢬできるかな㸽」 
Ｃ1 「できる。」 
Ｃ2 「できる。」 

    Ｔ 「࣏ーࢬができるの。すごいね。見せてほしいな。」 
       (子どもたちは、それぞれᛮいᛮいの࣏ーࢬをやって見せる。) 

Ｔ 「すごいねぇ。カッࢥいいねぇ。ࡌゃあ先生が『はい࣏ーࢬ』ってゝったら、カッࢥ 
いい࣏ーࢬをして見せてくれますか」 

    Ｃ3 「はい」 
    Ｔ 「ࡌゃあ始めましょう。はい࣏ーࢬ」 

㸦子どもたちは、ᛮいᛮいの࣏ーࢬをする。㸧」   
        Ｔ 「みんなすごいねぇ。㸯ᅇずつ࣏ーࢬをかえら   はい ࣏ー ࢬ (࣏ーࢬのጼໃ) 

れるかな。」 
Ｃ4 「はーい」 

    Ｔ 「はい ࣏ーࢬ (࣏ーࢬ)  はい ࣏ーࢬ (࣏ーࢬ) 㹼」 
                                   
 

 
 
 

 
7   「㸯 㸰 㸯 㸰 㸯 㸰に合わせて飛びましょう。」 

    7   「㸯 㸰 㸯 㸰 㸯 㸰…はい࣏ーࢬ！(動かない時㛫を楽しむ) さんはい 㸯 㸰  

㸯 㸰 㸯 㸰…はい࣏ーࢬ！…」(㐃⥆して行う)  
 

࠙ᣦᑟࢺࣥ࢖࣏ࡢ㸫２ࠚ 
ձ テン࣏を㏿くしたり㐜くしたりすることにより、ព㆑して「ᢿ」をとるようになるのでຠ

 子どもたちは体をࢱࣆッと止め、

「動かない時㛫」を楽しむ。 
2 ᢿ子をព㆑して 
 するࣉャンࢪ
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Ｃ 
みず   あそ  び 

㹂

㹀

す࠷      ―  す࠷  

 チャࣃ チャࣃ

㸿 
ザ  ブ―ン 

ᯝⓗである。 

ղ 号௧で័れてきたら、᭤に合わせて行っても楽しい。౑⏝する᭤は、ᢿがはっきりしてい

るものがよい。౛えば、「さんࡱ」「な࡭な࡭そこࡠけ」「ブンブンブン」など。 

ճ 先生がࣆアࣀをᙎく場合は、テン࣏を㏿くしたり㐜くしたりすることができる。子どもの

動きを見ながらテン࣏をኚ໬させて「動く」と「動かない」を楽しませる。 

մ Ｃ㹂を౑う場合は、「一時೵止」を౑って「動かない」時㛫をつくるとよい。この場合、先

生は、子どもたちと一緒にά動できるので、子どもたちにゝ葉かけや᥼ຓがしやすい฼Ⅼ

もある。また、ᨭ᥼の必要な子どもの近くにいて配慮することもできる。 

յ Ｃ㹂を౑ったり先生がᙎいたり、子どもの実ែに合わせて⤌み合わせるのもⰋい。 
 

事例㸲�

 㸫自ศのイ࣓ーࢪを動きやゝ葉などで表現したり、₇ࡌて遊んだりするなどの楽しさを࿡わうー

【表現 内容㸦㸶㸧】 

  事౛㸯で見付けた音や子どもがイ࣓ーࢪしやすいものをテー࣐として取りୖげ、イ࣓ーࢪするゝ

葉㸦音㸧をฟし合い、ゝ葉のリ࣒ࢬを⪃えて表現遊びをする。発ᒎとして、㸰つのゝ葉を⤌み合わ

せて、᥃け合いを楽しんでもよい。័れてきたら௚のゝ葉で遊んでみる。 
 

実践౛  

ձ 「みずあそび」をイ࣓ーࢪするゝ葉をฟし合う。 

ղ 見付けたゝ葉㸦「ࣃチャ ࣃチャ」「ザ ブーン」「す࠷ーす࠷ー」「みずあそび」㸧にリ࣒ࢬを

つけて遊ぶ。 

 
                                   

    

 

 

 

 

࠙ᣦᑟࢺࣥ࢖࣏ࡢ㸫㸱ࠚ 

ձ 㸲ᢿ子のᢿのὶれに஌って、リࢬミカࣝにၐえる。「ᢿ」をしっかりព㆑させる。 
ղ ᡭᢿ子などでᢿをとり、「ゝ葉のリ࣒ࢬ」をఱ度もၐえ楽しむ。័れてきたら「ゝ葉のリࢬ

から㸰つ選び、᥃け合いをしてもよい。さらに、㸱つ、㸲つとゝ葉のᩘをቑやし、グ「࣒

ࣝーࣉにศかれてゝ葉㸦音㸧を㔜ねて遊ぶと楽しい。 
ճ ᥃け合いをする場合、子どもたちが自由に⤌み合わせを⪃えて行うと楽しい。 

 
(�) いろいろな声で遊ࡰう 

ᑠ学ᰯ᪂学⩦ᣦᑟ要㡿「音楽」第㸯、㸰学ᖺ㸿表現㸦㸯㸧ḷၐは、「㸦ア㸧⠊ၐを聴いてḷっ

たり、㝵ྡでᶍၐしたりᬯၐしたりするᢏ⬟ (イ) 自ศのḷ声ཬび発音に気を付けてḷうᢏ⬟ 

஫いのḷ声やక奏を聴いて㸪声を合わせてḷうᢏ⬟」の⩦ᚓと♧されている。私の▱る㝈(࢘)

つくったゝ葉のリ࣒ࢬ 
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㧗い声もపい声もᣮᡓ�

りではᑠ学ᰯにධ学して㛫もない子どもは、「ᆅ声」「ຊいっぱい」「ඖ気よく」「大きな声」で

ḷうのが大༙を༨める。ᑠ学ᰯ音楽⛉では、このḷい方から「自↛で↓⌮のない声」に⛣行す

るようにᣦᑟしていくわけである。ከくの子どもは、「自↛で↓⌮のない声」を↓⌮なく見付

けることができる。しかし、一㒊の子どもは、ᆅ声௨እの声を見付けることができずᅄⱞඵⱞ

する。ḷいたくない気持ちのため「音楽はきらい」につながってしまう。そこで、ᗂඣ期にい

ろいろな声を見付ける遊びを⤒㦂しておくと、ᑠ学ᰯධ学してからの音楽⛉のᤵᴗがとてもࢫ

 。になるࢬー࣒

事例㸳 

―ਫ਼׈の஦Ͳ༹ʓなԽ、ܙ、৯、घৰΕ、動きなどに気෉いたΕ、感ͣたΕするなどして楽し΋―

【表現 内容(㸯)】  
ྭࣆ � Ͳݡ෉けたԽのΉ͸をしたΕ、いΘいΘな৖໚や༹⼦を૟଀したΕして表現༣;をするɽ 

 
実践౛ 
(౛㸯) ʰαςαςαςαςʱとଏԽがซ͞えた をોࡒに、ԽをいΘいΘ૟଀して表現するɽ 

 がṌくと、どんな㊊音かな㸽ࠐࠐࠐࠐ࣭

 
 
 
 
(౛㸰)「カナカナカナ(蜩の鳴き声)ってきこえるよ。」から、いろいろな鳴き声を᝿ീして表現する。 

      「が鳴くと、どんなかな㸽≟ࠐࠐࠐ࣭」    
 
 
 
(౛㸱)㸰人࣌アで行う。㸿は、ᡭをୖげたりୗげたり自由に動かす。㹀は、㸿のᡭの動きに合わせ 

て、声をฟす。ᡭを㧗くୖげれば㧗い声、పくୗげればపい声をฟす。ᡭの動きによって㧗

い声やపい声をฟして音㧗を表現し自ศの声で遊ぶ。  

                                          㧗い声 
               
    ア―                                     

(㸿㸸ᡭ) 

ア― (㹀㸸声)             ア―                  
పい声 

 
�

 

Ԅௗ઎ਫ਼、͕෗͠Ξ、͕฾͠Ξ、͕ͣいちΎΞ、͕ͻあちΎΞ、͚Ή、
う͙͠、͸͞、͖Ό、たͷき、ݚ、ഇ、΃;、Εす、͸ͥΊ、ϫϚρ
φ、すͥΌ、Ωϧη、ڬཿ、Πωϟのϐʖϫʖの໌઴など      

ঘ͠い、⼤きい、͕෗͠Ξ、͕฾͠Ξ、੼ちΎΞ、͕͠ܓΞ、ݫ気な、
͕な͖が΃った、ເたい、͕༓ୣと༣ΞͲいるなど 

にධࠐࠐࠐࠐ

れるゝ葉㸦౛㸧

にධࠐࠐࠐࠐ

れるゝ葉㸦౛㸧

図�3 
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�࡟ࡾࢃ⤊

 私は、᪥々子どもたちと᥋していると、͆子どもはዲወᚰのሢだ͇とឤࡌる。だれもが「いろいろ

なことをやってみたい」「␲ၥや୙ᛮ㆟なことにฟ఍ったら☜かめたい」「཭だちと௰よく楽しみたい」

「がんばりたい」「大きくᡂ㛗したい」「できたという႐びを࿡わいたい」などとᛮっている。そんな

ときの子どもの┠は、࢟ラ࢟ラ㍤いている。人にඃしくみんなが௰Ⰻくできる集ᅋで過ごした子ども

は、集ᅋ࡬のᡤᒓព㆑がⱆ生える。ᛮいやりのᚰが⫱つ。自ศのᛮいや自ศのいろいろなⰋさやྍ⬟

ᛶが生かされたとき、「できた」「がんばった」「わたしってすごい」と自ศのຊに気付き、ᚰを開い

て自ศの表現をするようになる。子どもたちが㌟近な音や音楽に耳を傾け、「きれいだな」「もっとき

きたいな」「いいね」とឤࡌられる音楽表現を体㦂させ、⨾しいとឤࡌるᚰを⫱みたい。子どもたち

の「よくなりたい」という㢪いの実現にྥけて、子どもの持っている㈨㉁や⬟ຊ、ᢏ⬟を᭱大㝈に発

᥹し、ఙばし、㧗めるᣦᑟのᅾり方を௒後も᥈✲したい。 
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